
      令 和 ８ 年 １ ０ 月 吉 日 

 

三谷祭関係機関各位  
 
                              三 谷 祭 祭 典 委 員 会 

 

令和８年度「三谷祭海中渡御の取り止め」について 

 

拝啓 時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。 

日頃は、蒲郡市指定文化財「三谷祭」の保存・継承者育成にご理解、ご協力を賜り心より厚く御礼 

申し上げます。 

 さて本年度三谷祭については、当初「１０月２4日(土)を『試楽』、２5日(日)を『神幸祭』として 

二日間を例年どおり執行する」との申し合わせがされ、地元の各区保存会・年行司をはじめ関係者は 

その準備を進めてきました。 

 しかしながら海中渡御につきましては、お盆前に海岸の環境整備のために行われた砂の搬入の 

影響が思うように落ち着かず、9月半ばの仮竹差し作業後幾度となく見分や砂の移動や整地作業を 

続けてまいりましたが、渡御会場のこの海底の状況のまま山車を海の中に曳き入れることは非常に 

危険であり、安全な渡御運行をすることは困難との判断に至り、祭典委員会で協議をいたしまして、 

「残念だが、今年の海中渡御は取り止めとする」という結論になりました。 

よって、「８年度海中渡御は取り止め。それ以外の祭礼行事は予定通り執行する。」 

とさせていただきます。 

 三谷祭特に海中渡御を楽しみにされています方々の思いを考えますと、このような判断に至った 

ことについて大変心苦しい限りではありますが、何卒ご理解いただきますようお願い申し上げます。 

三谷祭を心待ちにされている方々を思い、みなさまに喜んでいただける「三谷祭」になるよう尽力 

いたしますので、今後とも変わらぬご支援、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

なお、道路の交通規制の時間及び駐車場に変更はありません。 

                                           敬具 

 

～海中渡御取り止めの経緯～ 

渡御会場特に出口スロープ付近におきまして、砂が乗り上げ山状に起伏し山車の進行を妨げる 

状態になってしまい、砂の取り除きや移動等の作業を繰り返し行いましたが自然の力には抗う 

事は出来ず、安全な渡御運行が出来る状況へ改善することができませんでした。この状況のまま 

山車を海に曳き入れることは危険であり不可能という判断を致しました。 

よって今年の三谷祭、山車の海中渡御は「取り止め」と決定しました。 


